
旅
と
情
報

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
年
）
九
月
八
日
、
イ
ギ
リ
ス
に
向
け
て
横
浜

港
を
出
発
し
た
漱
石
に
と
っ
て
、
西
洋
文
明
と
の
衝
撃
的
な
出
会
い
は
、

す
で
に
欧
州
航
路
に
お
い
て
始
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
ナ
ポ
リ
で
初
め
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
以
前
に
、
上
陸
し
た
寄
港
地
で
目

撃
し
た
西
洋
化
の
進
捗
度
は
、
漱
石
を
驚
嘆
さ
せ
る
に
十
分
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
租
界
で
あ
っ
た
上
海
、
イ

ギ
リ
ス
単
独
の
植
民
地
・
租
界
で
あ
っ
た
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
コ
ロ

ン
ボ
は
、
開
港
が
日
本
よ
り
早
い
だ
け
で
な
く
、
西
洋
化
も
は
る
か
に
進

ん
で
い
た
。（
漱
石
を
乗
せ
た
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
社
の
プ
ロ
イ
セ
ン
号

は
、
ペ
ナ
ン
、
ア
デ
ン
、
ス
エ
ズ
、
ポ
ー
ト
・
サ
イ
ー
ド
に
も
立
ち
寄
る

が
、
乗
客
が
上
陸
す
る
時
間
は
な
か
っ
た
。）

そ
の
手
放
し
と
も
言
え
る
驚
き
よ
う
を
見
る
と
、
一
つ
の
疑
問
が
生
じ

る
。
漱
石
、
ひ
い
て
は
同
時
代
の
日
本
人
は
、
ど
れ
ほ
ど
海
外
の
情
報
に

接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
。

た
と
え
ば
、
漱
石
は
ナ
ポ
リ
で
教
会
を
見
学
し
た
時
、
妻
に
宛
て
た
一

〇
月
二
三
日
の
書
簡
に
「
殊
にN

aples

の
寺
院
等
の
内
部
の
構
造
は
来
て

見
ね
ば
分
り
兼
候
」（
１
）

と
書
い
て
い
る
。「
見
ね
ば
分
り
兼
候
」
と
い
う

の
は
、
た
ん
に
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

少
な
く
と
も
漱
石
は
教
会
内
部
の
イ
メ
ー
ジ
を
脳
裏
に
描
く
の
に
十
分
な

情
報
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
教
会
の
外
部
に
つ
い
て
は
、
出
航
前
か
ら
漱
石
に
は
一
定
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
漱
石
は
大
学
進
学
を
前
に
建
築
家
を
志
そ
う
と
し
た

時
期
が
あ
っ
た
が
、
友
人
に
「
日
本
で
ど
ん
な
に
腕
を
揮
っ
た
っ
て
、
セ

ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
の
大
寺
院
の
よ
う
な
建
築
を
天
下
後
世
に
残
す
こ
と
は
で

夏
目
漱
石
の
欧
州
航
路

│
│
西
洋
建
築
と
の
出
会
い

青

木

剛

36



き
な
い
」
と
説
得
さ
れ
、
英
文
科
に
進
路
を
変
更
し
た
（
２
）
。
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
か
ら
、
当
時
、
大
学
進
学
を
目
指
す
よ
う
な
若
者
た
ち
が
セ
ン

ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
で

は
、
な
ぜ
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
な
の
か
。
明
治
一
八
年
出
版
の
『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』（
青
木
恒
三
郎
編
、
嵩
山
堂
）
の
第
二
巻
、「
歐
羅
巴
洲

セ
ン
ト

の
上
」
に
は
、「
聖
ポ
ウ
ル
ス
寺
の
景
」
の
銅
版
画
が
見
開
き
で
掲
載
さ

れ
、
説
明
書
き
に
は
「
聖
ポ
ー
ル
ス
て
ふ
寺
は
耶
蘇
新
教
寺
院
に
て
、
地

さ
つ

球
上
に
か
く
れ
な
き
、
い
と
有
名
の
巨
利
な
り
」
と
あ
る
（
図
１
）。
同
様

に
、
明
治
二
三
年
の
『
萬
國
名
所
圖
繪
』（
尾
関
ト
ヨ
編
、
豊
栄
堂
）
に
も
、

セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
は
、
銅
版
画
と
と
も
に
「
大
英
国
倫
敦
の
東
部

に
あ
り
て
、
地
球
上
隠
れ
な
き
耶
蘇
の
大
寺
な
り
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

漱
石
が
こ
れ
ら
を
目
に
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
明

治
の
中
頃
以
降
、
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
を
世
界
的
な
巨
大
教
会
と
し

て
紹
介
す
る
出
版
物
が
流
布
し
て
い
て
、
漱
石
が
そ
う
し
た
も
の
に
触
れ

る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
え
る
。

英
文
科
に
進
ん
だ
漱
石
は
、〈
洋
書
〉
を
通
し
て
西
洋
建
築
の
知
識
を

深
め
て
い
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
建
築
学
を
諦
め
た
漱
石
が
、

教
会
の
内
部
を
手
に
取
る
よ
う
に
思
い
描
け
る
よ
う
な
専
門
的
な
情
報
に

接
す
る
機
会
は
ま
れ
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
明
治
三
三
年
の
日
本
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
海
外
の
情
報
が
溢
れ
て
い
る
現
在
と
は
程
遠
い

状
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
も
う
一
度
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

教
会
の
例
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
だ
が
、
特
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
情
報

は
少
な
か
っ
た
。
漱
石
は
、
コ
ロ
ン
ボ
に
停
泊
中
の
プ
ロ
イ
セ
ン
号
に

図１ 「聖ポウルス寺の景」（『世界旅行萬國名所圖繪』）

夏目漱石の欧州航路
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や
っ
て
来
た
コ
ブ
ラ
遣
い
に
つ
い
て
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

甲
板
上
に
印
度
の
手
間
師
来
り
連
り
に
戯
を
演
ず
。
日
本
の
豆
蔵
と

大
同
小
異
な
り
。
た
だ
ざ
る
の
中
よ
り
コ
ブ
ラ
を
出
し
て
手
足
に
纏

い
つ
け
る
様
、
あ
た
か
も
手
間
師
と
豆
蔵
と
を
兼
た
る
が
如
し
。
か

つStandard
D
ictionary

中
に
あ
る
コ
ブ
ラ
の
画
と
同
一
な
り
。

（
一
〇
月
二
日
）

漱
石
は
、
英
語
辞
典
の
挿
絵
以
外
に
コ
ブ
ラ
の
イ
メ
ー
ジ
を
見
た
こ
と

が
な
く
、
ま
た
、
挿
絵
で
見
た
も
の
の
実
物
に
接
す
る
こ
と
は
、
日
記
に

記
録
し
て
お
く
価
値
の
あ
る
経
験
だ
っ
た
の
だ
。

と
い
っ
て
も
、
そ
の
一
方
で
、
欧
州
航
路
を
行
く
旅
行
者
が
寄
港
地
で

出
会
う
よ
う
な
事
物
を
写
真
で
紹
介
す
る
出
版
物
が
現
れ
始
め
て
い
た
こ

と
も
確
か
だ
。
明
治
二
八
年
創
刊
の
当
時
と
し
て
は
先
端
的
な
ビ
ジ
ュ
ア

ル
誌
で
あ
っ
た
『
太
陽
』
に
は
、
す
で
に
漱
石
が
イ
ギ
リ
ス
に
向
け
て
旅

立
つ
以
前
に
、
上
海
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
コ
ロ
ン
ボ
な
ど
の
代
表
的

な
光
景
が
口
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
漱
石
の
日
記
に

は
、
熱
帯
地
方
ら
し
い
コ
ロ
ン
ボ
の
印
象
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

バ
ナ
ナ
・
コ
コ
ー
の
木
に
熟
せ
る
様
を
見
る
。
頗
る
見
事
な
り
。
道

路
の
整
え
る
、
樹
木
の
青
々
た
る
、
芝
原
の
見
事
な
る
、
固
よ
り
日

本
の
比
に
あ
ら
ず
。

同
様
の
光
景
は
、
漱
石
に
遅
れ
る
こ
と
約
二
週
間
、
同
じ
北
ド
イ
ツ
・
ロ

イ
ド
社
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
号
で
ド
イ
ツ
に
向
か
っ
た
巌
谷
小
波
も
日
記
で
触

れ
て
い
る
が
、
小
波
は
す
で
に
そ
う
し
た
光
景
を
『
太
陽
』
の
口
絵
で
見

て
い
た
。

こ
れ
は
波
止
場
を
去
る
七
哩
半
で
、
も
う
コ
ロ
ン
ボ
の
在
で
あ
る
が
、

そ
の
代
り
途
中
の
景
色
の
良
さ
、
椰
子
の
岡
、
バ
ナ
ナ
の
畑
、
蓮
の

沼
、
合
歓
の
林
、
時
に
は
又
印
度
特
有
の
榕
樹
（
俗
に
章
魚
の
樹
と

い
っ
て
、
枝
か
ら
根
の
垂
れ
下
が
っ
て
居
る
奇
木
）、
秋
を
知
ら
ぬ

顔
に
茂
っ
て
居
る
景
色
、
今
ま
で
は
太
陽
の
口
画
で
許
り
見
た
の
を
、

今
正
物
で
お
目
に
か
か
る
の
だ
か
ら
、
往
復
三
時
間
許
り
の
行
程
も
、

決
し
て
飽
く
事
は
無
い
の
で
あ
る
。（
３
）

小
波
が
見
た
口
絵
は
、
明
治
三
〇
年
一
〇
月
（
三
巻
二
一
号
）
に
掲
載
さ

れ
た
「
印
度
錫
蘭
風
土
」
で
あ
ろ
う
。
旅
行
が
既
得
情
報
の
追
認
と
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
早
い
例
と
し
て
興
味
深
い
一
節
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
「
今
ま
で
は
太
陽
の
口
画
で
許
り
見
た
」
光
景
で
あ
る
こ
と
に
当
時
の

状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。
絵
葉
書
的
な
海
外
の
光
景
の
写
真
で
さ
え
、

『
太
陽
』
の
継
続
的
な
読
者
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
見
る
機
会
が
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
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上
海

漱
石
の
西
洋
建
築
と
の
衝
撃
的
な
出
会
い
は
、
上
海
で
始
ま
る
。
プ
ロ

イ
セ
ン
号
は
呉
淞
に
停
泊
し
、
漱
石
た
ち
は
小
型
の
蒸
気
船
で
黄
浦
江
を

遡
る
。小

蒸
汽
に
て
濁
流
を
遡
り
、
二
時
間
の
後
上
海
に
着
す
。
満
目
支
那

人
の
車
夫
な
り
。

家
屋
宏
壮
、
横
浜
な
ど
の
比
に
あ
ら
ず
。

税
関
に
立
花
政
樹
氏
を
訪
う
。
家
屋
宏
大
に
て
容
易
に
分
ら
ず
困
却

せ
り
。（『
日
記
』
九
月
一
三
日
）

見
渡
す
か
ぎ
り
の
人
力
車
夫
が
小
蒸
気
の
到
着
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、

小
波
の
日
記
に
「
仏
蘭
西
波
止
場
」
と
し
て
記
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
共
同
租
界
か
ら
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、

そ
こ
か
ら
漱
石
が
「
税
関
」
と
呼
ぶ
江
海
関
ま
で
は
数
百
メ
ー
ト
ル
し
か

な
く
、
漱
石
に
同
行
し
た
芳
賀
矢
一
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
行
は
そ
こ
ま

で
徒
歩
で
行
っ
た
。

「
家
屋
宏
壮
」
と
は
、
そ
の
間
の
印
象
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
船
着
場
か

ら
江
海
関
ま
で
は
、
上
海
ク
ラ
ブ
、
大
清
銀
行
、
香
港
上
海
銀
行
、
江
海

関
、
そ
の
向
う
の
独
亜
銀
行
（
こ
の
建
物
は
も
と
は
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
銀

行
が
使
用
し
て
い
た
）
な
ど
、
当
時
の
上
海
で
は
有
数
の
建
物
が
立
ち
並

ん
で
い
た
（
図
２
・
３
）。
漱
石
は
上
海
の
バ
ン
ド
を
歩
き
な
が
ら
、
見
上

げ
る
よ
う
な
建
物
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
横
浜
な
ど
の
比
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
漱
石
は
こ

の
光
景
を
横
浜
の
バ
ン
ド
と
比
較
し
て
い
る
。
横
浜
を
出
航
し
た
の
は
わ

ず
か
五
日
前
の
こ
と
で
あ
り
、
大
桟
橋
、
あ
る
い
は
船
の
上
か
ら
見
た
横

浜
の
バ
ン
ド
の
光
景
は
、
ま
だ
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

「
家
屋
宏
壮
」
と
は
、
ま
ず
建
物
の
高
さ
の
違
い
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年

頃
の
横
浜
の
バ
ン
ド
で
は
、
建
物
の
多
く
は
二
階
建
て
で
、
平
屋
も
少
な

く
な
か
っ
た
。
一
方
、
上
海
の
バ
ン
ド
は
、
三
階
建
て
が
主
で
、
独
亜
銀

行
の
よ
う
に
四
階
建
の
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
デ
ザ
イ
ン
や

素
材
に
も
違
い
が
あ
っ
た
。
横
浜
の
場
合
、
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
植
民
地
様
式
の

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
な
ど
を
除
け
ば
、
多
く
が
四
角
い
木
造
建
築
の
上
に

寄
棟
屋
根
を
載
せ
、
わ
ず
か
に
石
張
り
の
外
壁
に
西
洋
的
な
意
匠
を
取
入

れ
た
擬
洋
風
の
域
を
出
な
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
初
期
の
頃

か
ら
石
や
レ
ン
ガ
が
用
い
ら
れ
て
い
た
上
海
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
面
で
も

す
で
に
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
植
民
地
様
式
を
脱
却
し
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
江
海

関
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
や
大
清
銀
行
の
ク
ウ
ィ
ー
ン
・
ア
ン
・

リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
。

漱
石
の
渡
航
日
記
に
限
ら
ず
、
旅
行
記
で
は
し
ば
し
ば
比
較
が
行
わ
れ

る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
事
物
に
出
会
っ
た
時
、

人
は
ま
ず
記
憶
の
ス
ト
ッ
ク
か
ら
相
似
物
を
探
し
出
そ
う
と
す
る
傾
向
が

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
た
と
え
相
似
物
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
初
め
て
出
会
っ
た
事
物
と
あ
ま
り
に
遠
い
時
、
相
似
性
よ
り
は
む

し
ろ
差
異
が
意
識
さ
れ
る
。
横
浜
と
上
海
は
同
じ
バ
ン
ド
で
も
、
漱
石
の

夏目漱石の欧州航路
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目
に
は
そ
れ
程
ま
で
に
異
な

る
も
の
と
映
っ
た
の
で
る
。

さ
ら
に
、
漱
石
は
、
東
京

大
学
英
文
科
の
最
初
の
卒
業

生
で
あ
っ
た
立
花
政
樹
に
面

会
す
る
た
め
訪
れ
た
江
海
関

に
つ
い
て
も
、「
家
屋
宏
大

に
て
容
易
に
分
ら
ず
困
却
せ

り
」
と
書
い
て
い
る
。
あ
る

意
味
で
は
ほ
ほ
え
ま
し
い
感

想
で
あ
る
が
、
建
物
の
中
で

道
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

漱
石
は
身
体
感
覚
と
し
て
西

洋
建
築
の
巨
大
さ
を
経
験
し

た
と
も
言
え
る
。
旅
行
者
に

と
っ
て
建
築
は
基
本
的
に

〈
見
る
〉
も
の
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
中
で
行

動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活

動
し
、
生
活
す
る
場
と
し
て

の
差
異
を
次
第
に
認
識
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

図２ 上海の香港上海銀行

図３ 上海の江海関（左）と独亜銀行（右）
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香
港

そ
の
後
の
日
記
で
も
、
漱
石
は
西
洋
建
築
に
対
す
る
感
嘆
の
声
を
何
度

と
な
く
繰
り
返
し
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
で
も
、

「
宏
壮
」
さ
と
い
う
点
で
上
海
を
凌
ぐ
都
市
は
少
な
く
な
く
、
漱
石
は
そ

う
し
た
都
市
を
目
に
す
る
た
び
、
そ
の
驚
き
を
日
記
に
書
き
残
し
た
の
で

あ
る
。

上
海
の
次
に
上
陸
し
た
香
港
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。
芳
賀
矢
一
は
、
香

港
を
上
海
と
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

香
港
の
市
街
た
る
繁
栄
は
上
海
に
及
ば
ざ
る
が
如
し
と
い
へ
ど
も
、

巍
然
た
る
層
楼
相
連
な
り
て
、
昇
降
に
は
エ
レ
ヴ
ェ
ー
タ
ー
を
用
ふ
。

全
屋
悉
く
大
理
石
な
る
が
如
き
は
、
欧
米
の
大
都
と
い
へ
ど
も
及
び

難
か
る
べ
し
。（
４
）

漱
石
同
様
、
海
外
経
験
の
な
い
芳
賀
が
、
香
港
の
建
築
が
欧
米
の
大
都
市

の
も
の
に
優
る
と
し
た
根
拠
は
不
明
だ
が
、
山
を
背
負
い
、
平
地
が
少
な

く
、
ま
た
、
花
崗
岩
が
産
出
し
た
香
港
で
、
早
く
か
ら
石
造
り
の
「
層

楼
」
が
発
達
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

日
記
に
記
さ
れ
た
漱
石
の
香
港
の
印
象
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

さ
ん
て
ん

山
巓
に
層
楼
の
聳
ゆ
る
様
、
海
岸
に
傑
閣
の
並
ぶ
様
、
非
常
な
る
景

気
な
り
。（
九
月
一
九
日
）

こ
れ
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
号
が
停
泊
し
た
九
龍
側
か
ら
香
港
島
を
見
た
光
景

で
あ
る
（
図
４
）。
漱
石
が
訪
れ
た
時
、
香
港
島
の
中
心
街
で
は
埋
立
に

よ
り
「
新
た
な
海
岸
通
り
（new

praya

）」
の
開
発
が
進
ん
で
い
た
。
埋

立
は
ほ
ぼ
終
わ
り
、
香
港
ク
ラ
ブ
（
一
八
九
七
年
竣
工
）
や
ク
ウ
ィ
ー
ン

ズ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
一
八
九
九
年
竣
工
）
を
含
む
数
棟
の
真
新
し
い
ビ
ル

が
聳
え
て
い
た
が
、
ま
だ
更
地
の
ま
ま
の
部
分
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

海
側
か
ら
は
、「
古
い
海
岸
通
り
（old

praya

）」
に
あ
っ
た
、
一
世
代
前

の
商
館
や
六
階
建
て
の
香
港
ホ
テ
ル
な
ど
の
「
傑
閣
の
並
ぶ
様
」
が
見
え

た
。
漱
石
一
行
が
食
事
を
し
た
日
本
旅
館
鶴
屋
に
つ
い
て
、
芳
賀
は
「
海

岸
通
り
五
層
楼
に
在
り
外
観
甚
だ
美
な
り
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も

「
古
い
海
岸
通
り
」
に
あ
っ
た
。

し
か
も
香
港
で
は
、
新
旧
の
海
岸
通
り
だ
け
で
な
く
、
山
頂
に
も
「
層

楼
」
が
聳
え
て
い
た
。
翌
日
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ピ
ー
ク
に
登
っ
た
漱
石

た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
建
物
を
間
近
に
見
る
こ
と
に
な
る
。
再
び
芳
賀
に
よ

れ
ば
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
降
り
て
山
頂
に
至
る
光
景
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

峰
上peak−hotel

あ
り
。
更
に
進
む
こ
と
少
許
、
兵
営
あ
り
。
…
…

元
来
香
港
は
海
上
の
一
島
に
し
て
全
島
花
崗
岩
な
り
。
樹
木
繁
茂
す

る
も
の
少
な
け
れ
ど
も
雑
草
矮
木
全
山
を
掩
ふ
。
処
々
丘
陵
を
開
き

て
高
楼
大
厦
を
架
す
。
皆
英
人
の
家
に
し
て
多
く
は
兵
営
に
関
す
る

士
官
の
住
居
た
り
。
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「
兵
営
」
は
、
マ
ウ
ン
ト
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・

ホ
テ
ル
と
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
を
買
い
上

げ
た
も
の
で
、
有
名
な
ピ
ー
ク
・
ホ
テ
ル
よ

り
も
さ
ら
に
「
宏
壮
」
な
も
の
で
あ
っ
た

（
図
５
）。

漱
石
が
上
海
で
は
個
々
の
建
物
の
大
き
さ

に
感
嘆
し
た
と
す
れ
ば
、
香
港
の
印
象
を
記

し
た
上
記
の
一
節
に
は
、
島
全
体
を
自
分
た

ち
の
も
の
と
し
て
作
り
変
え
て
ゆ
く
西
洋
文

明
の
圧
倒
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
対
す
る
驚

き
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。こ

の
一
節
に
続
い
て
、
漱
石
の
日
記
に
は
、

同
じ
場
所
か
ら
見
た
夜
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

船
よ
り
香
港
を
望
め
ば
万
燈
水
を
照
し

空
に
映
ず
る
様
、
綺
羅
星
の
如
く
と
い

わ
ん
よ
り
満
山
に
宝
石
を
鏤
め
た
る
が

如
し
。diam

ond

及
びruby

の
頸
飾

り
を
満
山
満
港
満
遍
な
く
な
し
た
る
が

如
し
。

こ
れ
は
単
に
、
当
時
す
で
に
有
名
で
あ
っ
た

図４ 香港の「海岸に傑閣の並ぶ様」

図５ 香港の「兵営」
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香
港
の
夜
景
の
美
し
さ
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
。
妻
へ
の
手
紙
に
は
、

こ
の
夜
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

上
海
も
香
港
も
宏
大
に
て
立
派
な
る
こ
と
は
到
底
横
浜
・
神
戸
の
比

に
は
無
之
、
特
に
香
港
の
夜
景
な
ど
は
満
山
に
夜
光
の
宝
石
を
無
数

に
鏤
め
た
る
が
如
く
に
候
。（
九
月
二
七
日
）

こ
こ
で
は
、
香
港
の
夜
景
は
、
上
海
と
香
港
の
「
宏
大
に
て
立
派
な
る
こ

と
」
の
一
部
と
し
て
、
と
い
う
よ
り
、
そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
も
の
と

し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
漱
石
は
、
無
数
の
ガ
ス
灯
と
電
灯
に
よ
っ
て
島
全

体
に
ち
り
ば
め
た
夜
景
の
美
し
さ
に
も
〈
文
明
〉
の
力
を
見
出
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
コ
ロ
ン
ボ

香
港
の
後
に
上
陸
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
コ
ロ
ン
ボ
に
つ
い
て
は
、
漱

石
の
日
記
に
は
建
物
や
街
並
み
の
「
立
派
」
さ
に
触
れ
た
記
述
は
な
い
。

そ
れ
は
、
一
つ
に
は
熱
帯
地
方
に
至
っ
た
漱
石
の
関
心
が
、
自
然
、
特
に

植
物
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
妻
宛
の
書
簡
で
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

熱
帯
地
方
の
植
物
は
名
前
の
み
を
承
知
致
候
が
、
来
て
見
れ
ば
今
更

の
如
く
そ
の
青
々
と
繁
茂
せ
る
様
に
驚
か
れ
候
。（
九
月
二
七
日
）

こ
こ
で
は
、
熱
帯
植
物
へ
の
関
心
は
、
そ
れ
を
初
め
て
見
る
驚
き
と
し
て

語
ら
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
感
想
は
コ
ロ
ン
ボ
に
つ
い
て
も
繰
り
返
さ
れ

る
。

熱
帯
地
方
の
植
物
の
見
事
な
る
事
は
今
更
の
よ
う
に
驚
か
れ
候
。

（
一
〇
月
八
日
）

す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い

が
、
漱
石
は
ロ
ン
ド
ン
で
も
植
物
を
求
め
て
下
宿
の
周
辺
を
歩
き
回
っ
て

い
る
（
５
）
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
コ
ロ
ン
ボ
で
植
物
へ
向
け
ら
れ
た
関
心
は
、

そ
う
し
た
漱
石
の
欲
求
が
、
熱
帯
地
方
の
自
然
に
触
れ
て
呼
び
起
こ
さ
れ

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

日
記
に
「
立
派
」
な
建
物
や
街
並
み
へ
の
言
及
が
な
い
も
う
一
つ
の
理

由
は
、
そ
う
し
た
も
の
を
測
る
尺
度
が
、
す
で
に
上
海
や
香
港
を
基
準
に

し
た
も
の
に
変
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
コ
ロ
ン
ボ

の
都
市
景
観
は
、「
立
派
」
さ
に
お
い
て
上
海
や
香
港
に
は
劣
る
に
し
て

も
、
横
浜
や
神
戸
に
は
明
ら
か
に
優
っ
て
い
た（
図
６
）。
こ
の
点
、
芳
賀

の
観
察
は
あ
く
ま
で
客
観
的
で
あ
る
。

〔
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
〕
市
街
の
美
も
と
よ
り
上
海
、
香
港
に
は
及
ば

ざ
れ
ど
も
尚
大
厦
の
空
に
聳
ゆ
る
も
の
多
し
。
全
市
の
幅
大
は
遥
か
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に
両
港
に
超
え
た
る
べ

し
。

〔
コ
ロ
ン
ボ
の
〕市
街
の

繁
栄
は
上
海
に
同
じ
。

然
れ
ど
も
家
屋
の
宏
壮

な
る
も
の
少
し
。
地
勢

広
濶
な
る
を
以
て
香
港

の
如
き
高
楼
を
築
く
必

要
は
な
き
な
る
べ
し
。

大
体
の
様
子
は
新
嘉
坡

に
似
た
り
と
い
う
べ
し
。

然
れ
ど
も
そ
の
整
頓
せ

る
は
新
嘉
坡
に
過
ぎ
た

り
。

こ
れ
に
対
し
て
、
漱
石
の

日
記
で
は
、
む
し
ろ
「
立

派
」
で
な
い
建
物
へ
の
言
及

が
目
立
つ
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
植
物
園
を
見
物
し
た
漱
石

は
、
ラ
ッ
フ
ル
ズ
博
物
館
を

訪
れ
る
（
図
７
）。

図６ シンガポールのバンド

図７ シンガポールのラッフルズ博物館
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そ
れ
よ
り
博
物
館
を
見
る
。
余
り
立
派
な
ら
ず
。（
九
月
二
五
日
）

ま
た
、
コ
ロ
ン
ボ
で
休
憩
し
た
ホ
テ
ル
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

B
ritish

India
H
otel

と
い
う
と
こ
ろ
に
至
る
。
結
構
大
な
ら
ず
、
中

流
以
下
の
旅
館
な
り
。（
一
〇
月
一
日
）

建
物
を
〈
見
る
〉
経
験
は
、
そ
れ
が
一
回
限
り
の
も
の
で
あ
っ
て
も
記
憶

に
刻
ま
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
上
海
と
香
港
の
街
並
み
に
瞠
目
し

た
経
験
の
あ
る
漱
石
に
と
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
コ
ロ
ン
ボ
街
並
み
に

は
驚
く
べ
き
も
の
は
な
く
、
か
え
っ
て
上
海
や
香
港
に
劣
る
部
分
の
み
が

印
象
に
残
っ
た
の
で
あ
る
。

ナ
ポ
リ
と
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

紅
海
と
ス
エ
ズ
運
河
を
過
ぎ
、
ナ
ポ
リ
に
到
着
し
た
漱
石
は
、「
こ
の

地
は
西
洋
に
来
て
始
め
て
上
陸
す
る
地
故
そ
れ
ほ
ど
驚
き
た
り
」（
一
〇

月
一
八
日
）
と
、
何
度
目
か
の
驚
き
を
日
記
に
記
し
て
い
る
。
い
よ
い
よ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
辿
り
着
い
た
と
い
う
感
慨
は
別
に
し
て
も
、
初
め
て
目
に

し
た
西
洋
建
築
で
満
た
さ
れ
た
都
市
空
間
は
、
実
際
、
驚
き
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
ナ
ボ
リ
だ
け
で
な
く
、「
以
太
利
の
小
都
会
な
る
に
も
関
せ
ず
頗

る
立
派
に
て
日
本
な
ど
の
比
に
あ
ら
ず
」（
一
〇
月
二
三
日

夏
目
鏡
子

宛
書
簡
）
と
い
う
よ
う
に
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
に
至
っ
て
も
驚
嘆
は
続
く
（
図

８
）。こ

う
し
た
驚
き
の
中
で
、
漱
石
は
そ
れ
ま
で
の
植
民
地
や
租
界
で
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
西
洋
建
築
の
経
験
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
。
ナ
ボ
リ
は
半
日

の
滞
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
漱
石
が
見
物
し
た
建
物
を
た
ど
る
と
、
い

わ
ば
西
洋
建
築
の
歴
史
を
駆
け
足
で
見
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

N
aples

に
上
陸
し
てcathedrals

を
二
つ
、m

useum

及
びA

rcade

、

R
oyalPalace

を
見
物
す
。
寺
院
は
頗
る
荘
厳
に
て
、
立
派
な
る
博

物
館
に
は
有
名
な
る
大
理
石
の
彫
刻
無
数
に
陳
列
せ
り
。
か
つPom

-

peii

の
発
掘
物
非
常
に
多
し
。R

oyalPalace

も
頗
る
美
な
り
。
道

路
は
皆
石
を
以
て
敷
き
つ
め
た
り
。（
一
〇
月
一
八
日
）

教
会
は
中
世
、
王
宮
と
博
物
館
は
一
七
世
紀
初
め
の
建
物
で
あ
り
、

「
ア
ー
ケ
イ
ド
」
は
パ
サ
ー
ジ
ュ
の
流
行
が
遅
れ
て
イ
タ
リ
ア
に
至
っ
た

も
の
で
、〈
現
代
〉
を
感
じ
さ
せ
る
観
光
名
所
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
こ
の

ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
ガ
レ
リ
ア
（
図
９
）
は
、
巌
谷
小
波
も
訪
れ
て
い
る
。

殊
に
驚
い
た
の
は
、
ガ
レ
リ
ー
（
浅
草
の
中
店
の
様
な
遊
場
）
の
壮

ガ
ラ
ス

大
な
事
だ
。
瑠
璃
の
天
井
は
見
上
げ
る
に
首
が
痛
く
、
大
理
石
の
床

は
行
く
に
足
も
疲
れ
る
許
り
。
広
さ
と
美
し
さ
と
賑
や
か
さ
に
は
、

只
開
い
た
口
が
閉
が
ら
な
い
。
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図８ ジェノヴァの港

図９ ナポリのウンベルト一世ガレリア
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さ
ら
に
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で
は
、
西
洋
建
築
を
〈
見
る
〉
だ
け
で
な
く
、
そ

の
中
で
〈
生
活
す
る
〉
こ
と
を
初
め
て
経
験
す
る
。
上
海
で
の
東
和
洋
行

を
除
い
て
、
寄
港
地
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
漱
石
に
は
、

本
格
的
な
西
洋
建
築
に
滞
在
す
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
。

薄
暮
上
陸
、G

rand
H
otel

に
着
す
。
宏
壮
な
る
も
の
な
り
。
生
ま
れ

う
ち

て
始
め
て
か
よ
う
な
る
家
に
宿
せ
り
。（『
日
記
』
一
〇
月
十
九
日
）

G
rand

H
otel

de
G
ênes

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の

高
級
ホ
テ
ル
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、〈
見
る
〉
だ
け
の
対
象
と
し
て
は
必

ず
し
も
「
宏
壮
」
と
印
象
で
は
な
い
（
図
１０
）。
し
か
し
、
短
期
間
と
は
い

う
ち

え
生
活
を
す
る
「
家
」
と
し
て
ひ
と
し
お
の
感
慨
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン

ナ
ポ
リ
や
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
よ
り
一
層
「
大
都
」
で
あ
る
パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン

に
対
し
て
、
漱
石
は
ま
た
驚
嘆
の
声
を
発
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
記

述
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
妻
宛
の
書
簡
に

は
パ
リ
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

パ
リ
ス
に
来
て
見
れ
ば
そ
の
繁
華
な
る
こ
と
こ
れ
ま
た
到
底
筆
紙
の

図10 ジェノヴァのグラン・オテル・ド・ジェーヌ（左）
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及
ぶ
所
に
無
之
、
就
中
道
路
家
屋
等
の
宏
大
な
る
こ
と
馬
車
・
電
気

鉄
道
・
地
下
鉄
道
等
の
網
の
如
く
な
る
有
様
ま
こ
と
に
世
界
の
大
都

に
御
座
候
。（
一
〇
月
二
三
日
）

「
家
屋
等
の
宏
大
な
る
こ
と
」
と
い
う
表
現
は
、
上
海
や
香
港
と
変
わ
ら

な
い
と
も
い
え
る
が
、
パ
リ
の
場
合
、「
宏
大
」
な
建
物
が
ど
こ
の
も
の

を
さ
し
て
い
る
か
は
特
定
で
き
な
い
。
日
記
に
お
い
て
も
、
パ
リ
の
個
々

の
建
物
に
対
す
る
印
象
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
す
で
に
西
洋
建
築
に

親
し
ん
で
き
た
漱
石
は
、
巨
視
的
な
眼
差
し
で
パ
リ
の
街
並
み
の
印
象
を

記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
に
つ
い
て
も
、
妻
へ
の
書
簡
で
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
感
想
が
述

べ
ら
れ
る
。

倫
敦
の
繁
盛
は
目
撃
せ
ね
ば
分
か
り
か
ね
候
位
、
馬
車
・
鉄
道
・
電

気
地
下
鉄
・
地
下
電
鉄
等
蛛
の
糸
を
は
り
た
る
如
く
に
て
、
な
れ
ぬ

も
の
に
は
し
ば
し
ば
迷
い
途
方
も
な
き
処
へ
つ
れ
て
行
か
れ
候
事
有

之
険
呑
に
候
。（
一
二
月
二
六
日
）

た
だ
し
、
パ
リ
に
つ
い
て
書
か
れ
た
「
道
路
家
屋
等
の
宏
大
な
る
こ
と
」

に
相
当
す
る
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
実
際
、
オ
ス
マ
ン
の
大
改
造
を
経
た

パ
リ
の
道
路
や
家
屋
は
、
ロ
ン
ド
ン
よ
り
も
「
立
派
」
で
あ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
漱
石
は
到
着
早
々
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
街
並
み
に

「
い
づ
ら
い
感
じ
」
を
抱
い
て
い
た
（
６
）
。『
永
日
小
品
』
に
収
め
ら
れ
た

「
暖
か
い
夢
」
に
は
、
下
宿
が
見
つ
か
る
ま
で
滞
在
し
た
ス
タ
ン
リ
ー
・
ホ

テ
ル
が
あ
っ
た
ガ
ウ
ア
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

自
分
は
の
そ
の
そ
歩
き
な
が
ら
、
何
と
な
く
こ
の
都
に
い
づ
ら
い
感

じ
が
し
た
。
上
を
見
る
と
、
大
き
な
空
は
、
い
つ
の
世
か
ら
か
、
仕

切
ら
れ
て
、
切
岸
の
ご
と
く
聳
え
る
左
右
の
棟
に
余
さ
れ
た
細
い
帯

だ
け
が
東
か
ら
西
へ
か
け
て
長
く
渡
っ
て
い
る
。
そ
の
帯
の
色
は
朝

か
ら
鼠
色
で
あ
る
が
、
し
だ
い
し
だ
い
に
鳶
色
に
変
じ
て
来
た
。
建

物
は
固
よ
り
灰
色
で
あ
る
。
そ
れ
が
暖
か
い
日
の
光
に
倦
み
果
て
た

よ
う
に
、
遠
慮
な
く
両
側
を
塞
い
で
い
る
。
広
い
土
地
を
狭
苦
し
い

谷
底
の
日
影
に
し
て
、
高
い
太
陽
が
届
く
事
の
で
き
な
い
よ
う
に
、

二
階
の
上
に
三
階
を
重
ね
て
、
三
階
の
上
に
四
階
を
積
ん
で
し
ま
っ

た
。
小
さ
い
人
は
そ
の
底
の
一
部
分
を
、
黒
く
な
っ
て
、
寒
そ
う
に

往
来
す
る
。
自
分
は
そ
の
黒
く
動
く
も
の
の
う
ち
で
、
も
っ
と
も
緩

漫
な
る
一
分
子
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
大
学
に
近
い
ガ
ウ
ア
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
学
者
、
医
者
、

弁
護
士
な
ど
が
多
く
住
む
テ
ラ
ス
・
ハ
ウ
ス
が
立
ち
並
ぶ
住
宅
街
で
、
ス

タ
ン
リ
ー
・
ホ
テ
ル
は
そ
う
し
た
住
宅
を
ホ
テ
ル
に
転
用
し
た
も
の
だ
っ

う
ち

た
。
漱
石
に
は
、
自
分
が
生
活
す
る
「
家
」
と
し
て
煉
瓦
造
り
の
四
階
建

て
自
体
に
違
和
感
が
あ
っ
た
が
、
ガ
ウ
ア
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
は
、
そ
れ

が
通
り
の
両
側
に
延
々
と
続
い
て
い
る
。
そ
の
間
に
立
っ
て
空
を
見
上
げ

た
漱
石
は
、
こ
う
し
た
街
づ
く
り
に
対
し
て
人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
不

48



自
然
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

漱
石
の
西
洋
体
験
は
ロ
ン
ド
ン
到
着
か
ら
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

少
な
く
と
も
西
洋
建
築
の
経
験
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
寄
港
地
、
上
海
か

ら
始
ま
り
、〈
驚
嘆
〉
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
多
様
な
建
物
に
接
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
短
期
間
の
あ
い
だ
に
急
速
に
深
化
し
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た

経
験
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
す
る
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
近

代
都
市
の
「
い
づ
ら
い
」
面
に
注
目
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）

夏
目
漱
石
『
漱
石
日
記
』（
岩
波
文
庫
）。
漱
石
の
作
品
の
引
用
は
、

す
べ
て
岩
波
文
庫
に
よ
っ
た
。

（
２
）

若
山
滋
『
漱
石
ま
ち
を
ゆ
く
―
―
建
築
家
に
な
ろ
う
と
し
た
作

家
』
彰
国
社
、
二
〇
〇
二
年
、
六
五
ペ
ー
ジ
。

（
３
）

巌
谷
小
波
『
小
波
洋
行
土
産
』
博
文
館
、
明
治
三
六
年
、
五
三

ペ
ー
ジ
。

（
４
）

芳
賀
檀
編
『
芳
賀
矢
一
文
集
』
冨
士
房
、
昭
和
一
二
年
、
六
一
九

ペ
ー
ジ
。

（
５
）

青
木
剛
「
ロ
ン
ド
ン
の
田
園
と
夏
目
漱
石
」『
明
治
学
院
大
学

英

米
文
学
・
英
語
学
論
叢
』
第
一
一
六
号
（
二
〇
〇
五
年
）。

（
６
）

青
木
剛
「
原
点
と
し
て
の
ガ
ウ
ア
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
―
―
夏
目
漱
石

う
ち

と
ロ
ン
ド
ン
の
『
家
』」『
明
治
学
院
大
学

英
米
文
学
・
英
語
学
論

叢
』
第
一
一
四
・
五
六
合
併
号
（
二
〇
〇
五
年
）。
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